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こ
の
た
め
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
が
、
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
基
礎
調
査

の
結
果
や
津
波
を
発
生
さ
せ
る
津
波
の
断
層
モ
デ
ル
（
波
源
域
及
び
そ
の
変
動
量
）
を
は
じ
め
、
津
波
浸
水
想
定

の
設
定
に
必
要
な
情
報
提
供
、
技
術
的
助
言
等
を
都
道
府
県
に
行
い
、
都
道
府
県
知
事
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供

等
を
踏
ま
え
て
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
法
第
八
条
第
一
項
の
津
波
浸
水
想
定

を
設
定
す
る
。

そ
の
上
で
、
当
該
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
て
、
法
第
十
条
第
一
項
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策
を
組
み
合
わ
せ

た
市
町
村
の
推
進
計
画
の
作
成
、
推
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
・
事
務
の
実
施
、
法
第
五
章
の
推
進
計
画
区
域

に
お
け
る
特
別
の
措
置
の
活
用
、
法
第
七
章
の
津
波
防
護
施
設
の
管
理
等
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
を
行
う
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
津
波
災
害
警
戒
区
域
（
以
下
「
警
戒
区
域
」
と
い
う
。）や
一
定
の
建

築
物
の
建
築
及
び
そ
の
た
め
の
開
発
行
為
の
制
限
を
行
う
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
津
波
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
以
下
「
特
別
警
戒
区
域
」
と
い
う
。）の
指
定
等
を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
適
切
か
つ
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
発
生
頻
度
は
低
い
が
地
域
に
よ
っ
て
は
近
い
将
来
に
発
生
す
る
確
率
が
高
ま
っ
て
い
る
最
大
ク

ラ
ス
の
津
波
へ
の
対
策
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
海
岸
保
全
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
発
生
頻
度
の
高
い
一
定
程
度
の
津
波
高
に
対
し
て
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
設
計
対
象
の
津
波
高
を
超
え
た
場
合
で
も
、
施
設
の
効
果
が
粘
り
強
く
発
揮
で
き
る
よ
う

な
構
造
物
の
技
術
開
発
を
進
め
、
整
備
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
立
案
・
実
施
す
る
際
に
は
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
生
活
基
盤

と
な
る
住
居
や
地
域
の
産
業
、
都
市
機
能
の
確
保
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
発
展
を
展
望
で
き
る
津
波
防

災
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
様
々
な
主
体
が
緊
密
な
連

携
・
協
力
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
地
域
の
実
情
を
最
も
把
握
し
て
い
る
市
町
村
が
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
推
進
計
画
の
作
成
を
通
じ
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
主
体
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
主
体
と
な
る
事

業
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
推
進
計
画
の
作
成
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
過
去
の
歴
史
や
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
防
災
教
育
や
避
難
訓
練
の
実
施
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
記
載
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
な
ど
を
通
じ
て
、
津
波
に
対
す
る
住
民
そ
の
他
の
者
（
滞
在
者
を
含

む
。
以
下
「
住
民
等
」
と
い
う
。）の
意
識
を
常
に
高
く
保
つ
よ
う
努
め
る
こ
と
や
、
担
い
手
と
な
る
地
域
住
民
、

民
間
事
業
者
等
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

二

法
第
六
条
第
一
項
の
基
礎
調
査
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

１

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
調
査
の
実
施

都
道
府
県
が
法
第
六
条
第
一
項
の
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
地
域
の
う
ち
、過
去
に
津
波
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
地
域
等
に
つ
い
て
優
先
的
に
調
査
を
行
う
な
ど
、

計
画
的
な
調
査
の
実
施
に
努
め
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
は
、
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
津
波
災
害
関
連
情
報
を
有
す
る
国
及
び
地
域
開
発

の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
市
町
村
の
関
係
部
局
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

２

津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
に
関
す
る
調
査

津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
し
又
は
変
更
す
る
た
め

に
必
要
な
調
査
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
。

ア

海
域
、
陸
域
の
地
形
に
関
す
る
調
査

津
波
が
波
源
域
か
ら
海
上
及
び
陸
上
へ
ど
の
よ
う
な
挙
動
で
伝
播
す
る
か
に
つ
い
て
、
適
切
に
津
波
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
予
測
を
す
る
た
め
、
海
底
及
び
陸
上
の
地
形
デ
ー
タ
の
調
査
を
実
施
す
る
。

こ
の
た
め
、
公
開
さ
れ
て
い
る
海
底
及
び
陸
上
の
地
形
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量

等
の
よ
り
詳
細
な
標
高
デ
ー
タ
の
取
得
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
広
域
的
な
見
地
か
ら
航
空
レ
ー
ザ
測

量
等
に
つ
い
て
は
国
が
実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
都
道
府
県
に
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
各
都
道
府

県
に
お
い
て
、
地
形
に
関
す
る
数
値
情
報
を
構
築
し
た
上
で
、
津
波
浸
水
の
挙
動
を
精
度
よ
く
再
現
で
き
る
よ

う
適
切
な
格
子
間
隔
を
設
定
す
る
。

イ

過
去
に
発
生
し
た
地
震
・
津
波
に
係
る
地
質
等
に
関
す
る
調
査

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定
す
る
た
め
に
は
、
被
害
を
も
た
ら
し
た
過
去
の
津
波
の
履
歴
を
可
能
な
限
り
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
津
波
高
に
関
す
る
文
献
調
査
、
痕
跡
調
査
、

津
波
堆
積
物
調
査
等
を
実
施
す
る
。

歴
史
記
録
等
の
資
料
を
使
用
す
る
際
に
は
、
国
の
中
央
防
災
会
議
等
が
検
討
に
当
た
っ
て
用
い
た
資
料
や
気

象
庁
、
国
土
地
理
院
、
地
方
整
備
局
、
都
道
府
県
等
の
調
査
結
果
等
の
公
的
な
調
査
資
料
等
を
用
い
る
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
将
来
発
生
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
想
定
地
震
、
津
波
に
関
す
る
調
査
研
究
成
果
の
収
集
を

行
う
。

国
土
交
通
大
臣
に
お
い
て
は
、
各
都
道
府
県
に
よ
る
調
査
結
果
を
集
約
し
、
津
波
高
に
関
す
る
断
片
的
な
記

録
を
広
域
的
か
つ
分
布
的
に
扱
う
こ
と
で
、
当
該
津
波
を
発
生
さ
せ
る
断
層
モ
デ
ル
の
設
定
に
係
る
調
査
を
今

後
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
も
の
と
す
る
。

ウ

土
地
利
用
等
に
関
す
る
調
査

陸
上
に
浸
水
し
た
津
波
が
、
市
街
地
等
の
建
築
物
等
に
よ
り
阻
害
影
響
を
受
け
る
挙
動
を
、
建
物
の
立
地
な

ど
土
地
利
用
の
状
況
に
応
じ
た
粗
度
と
し
て
表
現
し
、
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
、
都
道
府

県
に
お
い
て
、
土
地
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
既
存
の
研
究
成
果
を
用
い
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
適
切
な
粗
度
係
数
を
数
段
階
で
設
定
す
る
。

そ
の
際
、
建
物
の
立
地
状
況
、
建
物
の
用
途
・
構
造
・
階
数
、
土
地
の
開
発
動
向
、
道
路
の
有
無
、
人
口
動

態
や
構
成
、
資
産
の
分
布
状
況
、
地
域
の
産
業
の
状
況
等
の
ほ
か
、
海
岸
保
全
施
設
、
港
湾
施
設
、漁
港
施
設
、

河
川
管
理
施
設
、
保
安
施
設
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
状
況
な
ど
津
波
の
浸
水
に
影
響
の
あ
る
施
設
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
・
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
、
避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
設
定
な
ど
の
検
討
の
際
の
参
考

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
津
波
浸
水
想
定
の
設
定
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
津
波
浸
水
想
定
の
設
定
は
、
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

を
想
定
し
て
、
そ
の
津
波
が
あ
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
区
域
及
び
水
深
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
発
生
さ
せ
る
地
震
と
し
て
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
や
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地

震
な
ど
の
海
溝
型
巨
大
地
震
が
あ
り
、
例
え
ば
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
該
当
す
る
。

こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
っ
て
発
生
す
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、
国
の
中
央
防
災
会
議
等
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
津
波

の
断
層
モ
デ
ル
も
参
考
に
し
て
設
定
す
る
。

中
央
防
災
会
議
等
に
よ
り
津
波
の
断
層
モ
デ
ル
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
海
域
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
十
分
な
調

査
結
果
が

っ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
過
去
発
生
し
た
津
波
の
痕
跡
調
査
、
文
献
調
査
、
津
波
堆
積
物
調
査
等
か

ら
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
高
を
推
定
し
、
そ
の
津
波
を
発
生
さ
せ
る
津
波
の
断
層
モ
デ
ル
の
逆
算
を
今
後
行
っ
て
い

く
も
の
と
す
る
。

上
記
に
よ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
断
層
モ
デ
ル
の
設
定
等
に
つ
い
て
は
、
高
度
な
知
見
と
広
域
的
な
見
地
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
検
討
し
都
道
府
県
に
示
す
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
を
待
た
ず
に
都
道
府
県
独
自
の
考

え
方
に
基
づ
き
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
断
層
モ
デ
ル
を
設
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。

な
お
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
つ
い
て
、
津
波
の
断
層
モ
デ
ル
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
適
切
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

都
道
府
県
知
事
は
、
国
か
ら
の
情
報
提
供
等
を
踏
ま
え
て
、
各
都
道
府
県
の
各
沿
岸
に
と
っ
て
最
大
ク
ラ
ス
と
な

る
津
波
を
念
頭
に
お
い
て
、
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
示
さ
れ
る
最
大
の
浸
水
の
区
域
や
水

深
は
、警
戒
区
域
の
指
定
等
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、津
波
に
よ
る
浸
水
が
的
確
に
再
現
で
き
る
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
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